
事 業 評 価 表

作成日：平成21年04月30日事業CD. 0103104 - 04020

事 業 名 高齢者福祉サービス事業

細事業名 外出支援サービス事業

関連法令・条例等 南丹市高齢者等生活支援事業実施要綱

事業分類： (Ｂ) ソフト事業

事 業 運 営 方 法 直 営 一 部 委 託 全 部 委 託 補 助 等

委 託 先

民間 外郭団体 ＮＰＯ 教育機関 自治会・地縁団体

その他 （ 南丹市社会福祉協議会
）

（平成 年度迄）

所 管 部 署 名 等

福 祉 部

高 齢 福 祉 課

上嶋担当：145

京 都 府 南 丹 市

政策体系CD：

新規事業 時限事業

事業区分

（平成20年度実施事業）

【 事 業 の 概 要 】

①施策で目指す目標との関連付け

　高齢者や障がい者が住み慣れた地域で安心して生活し、自立と社会参加に適応するため、高

齢者等の移動手段の確保を行い引き続き支援を行う。

②事業を実施する必要性

　公共交通機関の利用が困難な高齢者や障がい者にとって、医療機関への送迎サービスの提供

 は自立した在宅生活を送る上で、必要不可欠である。

 

③未実施事項

　園部地域での、外出支援サービス事業の拡充（透析以外での医療機関への送迎）美山地域で

の、運転手を有償ボランティアの形態を臨時職員としての雇用形態とすること

 

④他にも効果が見込める施策があるか

　第３章４　誰もが安心な地域交通システムをつくる

　　　　＝　高齢者や障がい者等の交通弱者の足の確保

【 前年度の評価を受けて改善した点等 】

【 事  業  費  の  推  移 】

【 主 な 支 出 の 内 訳 】

運転手の人件費　 　22,203千円（賃金）

車両の維持費　　　　2,050千円（車検代、修繕費）

車両の燃料費        4,759千円

車両の購入費        5,650千円（補助金）
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【 近隣市町村の取り組み状況 】

 　亀岡市では、未実施京丹波町では、実施

【 所 属 長 総 括 評 価 】

①有効性・効率性を向上させるため、担当職員と議論を重ねた点

 　高齢者や障がい者のすべてが福祉サービスの対象者ではない。公共交通機関の充実を図る  

ことにより、当該サービスとの住み分けを図る必要がある。誰もが安心な地域交通システムの

構築が急がれる。

②当該事業のアピール事項：高齢者や障がい者の在宅生活にとって必要な事業である。

③反省点、今後の展開・方向性

　使用車両の老朽化に伴う定期的な車両更新。対象者の増加に伴う車両及びスタッフの確保。

タクシーやバスの運賃に比べると非常に安価なため、利用

単位 平18決算 平19決算 平20決算 平21予算 平22計画

－

－

－



平成２０年度実施事業
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外出支援サービス事業

高齢福祉課

103104-04020

事　業　活　動　記　録

事業ＣＤ．

政策体系ＣＤ

活動内容

●外出支援サービス事業

一般交通機関を利用することが困難な高齢者等又は心身

に障がいのある方に対し、利用者の居宅と福祉サービスを

提供する場所、医療機関等との間を移送用車両等により

送迎する。

〔対象者〕

おおむね65歳以上の高齢者又は心身に障がいがある方

で、歩行や移動が著しく困難な者及び寝たきりの状態等に

ある者

〔利用者負担〕

保険料年間1,000円

目的地まで３０ｋｍ以内１回５００円、以降１０ｋｍごとに１０

０円加算。（往復でも同料金）

高齢者福祉サービス事業

活動結果

上嶋

●平成２０年度南丹市有償運送運営協議会

（場所：市役所防災会議室）

外出支援サービスの園部町事業拡大について、地域の関

係者が集まり、福祉有償運送の必要性、旅客から収受す

る対価その他の福祉有償運送を行うために必要となる事

項について協議し承認された。

７月３１日

１１月６日

２台の福祉車両購入

事業費　5,112,667円

延べ利用件数　11,500人

事業費　24,848,785円

年間

３月３０日（月） 委員１３名出席

事業費　91,000円

所管部局 福祉部

活動日または時期

●平成２０年度福祉車両整備事業補助金

南丹市社会福祉協議会に委託し実施している外出支援

サービス事業について、送迎車両の老朽化に伴う２台の福

祉車両の購入費用の全額を補助し、事業の安全な実施を

行う。


